
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　システムの各セルが、周期的に繰り返すフレーム（Ｔ’）に再分割された標識周波数に
関連付けられ、該フレームのそれぞれが移動局向けの同期化バーストを含む信号化メッセ
ージ（ＢＳ ）を伝送するための少くとも１つの信号化チャネルまたは標識経路（ＩＴ０）
を含み、その他のチャネル（ＩＴ１、．．．ＩＴ７）が有用データ（ＢＴ ）の伝送用に充
てられ、充填バーストが、有用データの伝送に割り当てられていない前記標識周波数のチ
ャネル上で伝送される、時分割多重接続（ＴＤＭＡ）の原理に従って動作するセル式デジ
タル無線通信システムで使用される充填バーストの構造を与える方法であって、
　前記充填バースト（ＢＲ Ｓ ）が、有用データの伝送に割り当てられていない前記他のチ
ャネル（ＩＴ２、ＩＴ３、ＩＴ６、ＩＴ７）の少なくとも一つで繰り返される同期化バー
ストを含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　各充填バーストが、有用データの伝送に割り当てられていない前記他のチャネル（ＩＴ
２、ＩＴ３、ＩＴ６、ＩＴ７）の少なくとも一つで繰り返される同期化バーストを含むこ
とを特徴とする、請求項１に記載の充填バーストの構造を与える方法。
【請求項３】
　前記同期化バーストは、充填バーストがその上で送信される標識周波数に関連するセル
内またはその近傍にある移動局宛ての同期化情報を含むことを特徴とする、請求項１また
は２に記載の充填バーストの構造を与える方法。
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【請求項４】
　前記同期化バーストは、充填バーストがその上で送信される標識周波数に関連するセル
内またはその近傍にある移動局宛ての同期化情報と、他の信号化情報とを含むことを特徴
とする、請求項１から３のいずれか一項に記載の充填バーストの構造を与える方法。
【請求項５】
　前記同期化バーストが、その宛先である１つまたは複数の移動局にとって認識可能な訓
練シーケンスを含むことを特徴とする、請求項３または４に記載の充填バーストの構造を
与える方法。
【請求項６】
　前記システムが、前記信号化メッセージの伝送のために、主標識周波数と呼ばれる前記
標識周波数の他に副標識周波数を使用するとき、前記副標識周波数上の充填バーストが前
記主標識周波数上で使用される充填バーストと同じ構造を有することを特徴とする、請求
項１から５のいずれか一項に記載の充填バーストの構造を与える方法。
【請求項７】
　システムの各セルが、周期的に繰り返すフレームに再分割された標識周波数に関連付け
られ、該フレームのそれぞれが移動局向けの信号化メッセージを伝送するための少なくと
も１つの信号化チャネルまたは標識経路を含み、その他のチャネルが有用データの伝送用
に充てられる、時分割多重接続の原理に従って動作するセル式デジタル無線通信システム
のセルの管轄下で移動する１つまたは複数の移動局に信号化メッセージを伝送する方法で
あって、
　標識経路上で送信される信号化メッセージが、既に同期化された１つまたは複数の移動
局に宛てられたデータを含み、該データは、有用データの伝送に割り当てられていない前
記標識周波数のチャネル上で送信される充填バーストが、獲得すべき信号化データを含ん
でおり、かつ請求項１から６のいずれか一項に記載の構造を有することを示すことを特徴
とする方法。
【請求項８】
　システムの各セルが、周期的に繰り返すフレームに再分割された標識周波数に関連付け
られ、該フレームのそれぞれが移動局に対して信号化メッセージを伝送するための少なく
とも１つの信号化チャネルまたは標識経路を含み、トラフィック・チャネルと呼ばれるそ
の他のチャネルが有用データの伝送用に充てられ、充填バーストが、有用データの伝送に
割り当てられていない前記標識周波数のチャネル上で伝送される、時分割多重接続（ＴＤ
ＭＡ）の原理に従って動作するセル式デジタル無線通信システムにおいてトラフィック・
チャネルを割り当てる方法であって、
　標識周波数以外の周波数がトラフィックに使用可能なとき、先ずこれらの周波数上にト
ラフィック・チャネルを割り当て、標識周波数のトラフィック・チャネルを、請求項１か
ら６のいずれか一項に記載の充填バーストを送信するために空けておくことを特徴とする
方法。
【請求項９】
　送受信手段（Ｅ／Ｒ）及び制御手段（Ｌ）を含む、時分割多重接続の原理に従って動作
するセル式デジタル無線通信システムの基地局（ＢＴＳ１ ）であって、
　前記システムの無線資源管理手段（ＧＲＲ）から受け取った、前記標識周波数のトラフ
ィック・チャネルのどれが有用データの伝送に使用されていないか、及び前記信号化チャ
ネルのタイムスロットのどれが信号化メッセージの伝送に使用されていないかを示す指令
に応答して、前記制御手段（Ｌ）が、請求項１から６のいずれか一項に記載の

構造を有するバーストの発生手段（Ｅ）を制御し、これらのバーストが、有用データ
の伝送に割り当てられていない前記標識周波数のチャネルに対応するタイムスロット中に
、前記送受信手段（Ｅ／Ｒ）によって送信されることを特徴とする基地局。
【請求項１０】
　前記制御手段は、充填バーストの送信を制御するように構成されており、その内容が、
有用データの伝送に使用されていないトラフィック・チャネルに関していることを特徴と
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する、請求項９に記載の基地局。
【請求項１１】
　前記制御手段が、前記送受信手段による前記標識経路上での信号化メッセージの伝送を
制御するように構成されており、該信号化メッセージは、既に同期化された移動局に、ど
のトラフィック・チャネルが、信号化メッセージをも含むことのできる前記充填バースト
を伝送するのに使用されているかを示すデータを含んでいることを特徴とする、請求項９
または１０に記載の基地局。
【請求項１２】
　各セルが、周期的に繰り返すフレームに再分割された標識周波数に関連付けられ、該フ
レームのそれぞれが移動局に対して信号化メッセージを伝送するための少なくとも１つの
信号化チャネルまたは標識経路を含み、トラフィック・チャネルと呼ばれるその他のチャ
ネルが有用データの伝送用に充てられ、充填バーストが、有用データの伝送に割り当てら
れていない前記標識周波数のチャネル上で伝送される、時分割多重接続（ＴＤＭＡ）の原
理に従って動作するセル式デジタル無線通信システムにおける無線資源管理 であって
、
　標識周波数以外の周波数がトラフィックに使用可能かどうか決定すると共に、標識周波
数のトラフィック・チャネルを請求項１から６のいずれか一項に記載の充填バーストを送
信するために空けておくように、先ず標識周波数以外の周波数上にトラフィック・チャネ
ルを割り当てる手段を備えていることを特徴とする、無線資源管理 。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、時分割多重接続（ＴＤＭＡ）原理を利用したセル式デジタル無線通信システム
における充填バースト構造に関する。またこのようなバースト構造を発生するためのこの
システムの基地局にも関する。
【０００２】
セル式デジタル無線通信システムにおいては、所与の地理的区域をカバーする各セルが無
線通信システムの管理網であれ、他の移動局であれ、ほぼそれがカバーする地理的区域の
内部にある移動局間のインターフェースとして働く基地送受信局（基地局と略称）を備え
る。
【０００３】
各基地局には、少なくとも１つの下り方向（基地局から移動局）の伝送周波数が関連付け
られている。上り方向の伝送周波数がこの下り周波数と対応している。以下では、下り伝
送周波数を単に「伝送周波数」の表現で表すことにする。今後は上り周波数については述
べないが、各下り伝送周波数ごとに上り周波数も１つあることを承知されたい。
【０００４】
ＴＤＭＡ原理を利用するシステムにおいては、各伝送周波数は、周期的パターンに従って
繰り返されるフレームに再分割される。各フレームはそれ自体、タイムスロットに再分割
され、繰り返される所与の列のタイムスロットが１つの伝送チャネルを構成する。
【０００５】
伝送チャネルには、信号化メッセージを伝送する少なくとも１つの信号化チャネルすなわ
ち標識経路と、有用データ（音声その他）の伝送用の複数のトラフィック・チャネルがあ
る。一般に、信号化チャネルは、標識周波数と呼ばれる特定の伝送周波数上の各フレーム
の最初のタイムスロットに対応する。標識周波数はそのセルに特有である。最初のタイム
スロットの列は、たとえばＧＳＭ規格によるシステムでは数字０でマークされ、将来のＴ
ＥＴＲＡ規格によるシステムでは数字１でマークされる。
【０００６】
信号化チャネルはそれ自体、複数のサブチャネルからなり、各サブチャネルはやはりそれ
固有の周期的パターンに従って反復される。
【０００７】
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したがって標識周波数上で信号化メッセージと有用データを同時に伝送することができる
。セル内の通信トラフィックが非常に大きいときは、必要を満たす、すなわち有用データ
の伝送を確保するために、他の複数の伝送周波数を利用することができる。
【０００８】
たとえば将来のＴＥＴＲＡ規格によるシステムなどある種のシステムでは、主標識周波数
と副標識周波数があり、副標識周波数は、主標識周波数だけでは不十分なほどのトラフィ
ックであるとき、または安全保護上の理由ですべての信号化メッセージを同一周波数で伝
送するのが望ましいとき、あるいはその両方のときに信号化メッセージの伝送を確保する
ために使用される。
【０００９】
信号化メッセージまたは有用データは、適合されたチャネル上をパケットまたはバースト
の形で伝送される。
【００１０】
最初にスタンバイモードにある移動局が無線通信システムの管理網への接続を求めるとき
、その移動局のあるセルの標識周波数を決定しなければならず、ＴＤＭＡを利用している
ため、正しいチャネルをすなわち正しいタイムスロットで利用できるようにこのセルの基
地局と同期しなければならない。
【００１１】
同様に、所与のセル内にある移動局は、送受信において非活動状態にあるとき、及び場合
によってはその移動局があるセルの基地局から受信された信号が十分な出力またはビット
当りエラー率（ＲＥＢ）をもたない場合には、この周波数で受信した信号の出力（または
ＲＥＢ）を測定するために隣接セルの標識周波数を「聴取」しなければならない。移動局
はさらに、たとえばその移動局があるセルの標識周波数の出力レベルよりも高い出力レベ
ルで受信される標識周波数を有するセルに向けて必要ならばセル間転送（ハンドオーバ）
を準備するために、隣接セルと同期しなければならない。
【００１２】
それには、基地局が連続的に標識周波数で送信することが不可欠である。
【００１３】
信号化チャネル及び標識周波数によって搬送されるすべてのトラフィック・チャネルが使
用されるときには、これは何の問題も生じない。
【００１４】
逆に、たとえば通信中のトラフィックが小さいときは、一部のトラフィック・チャネルが
使用されず、あるいはある瞬間に信号化チャネルがその容量の１００％まで使用されずに
、このチャネル上のあるタイムスロットが未使用となることさえあり得る。こうした場合
、充填バーストと呼ばれるバーストを送信することが可能になる。こうしたバーストの構
造は予め決定されており、信号化バーストと混同することがなく、移動局がそれを聴取し
て信号化バーストではないとわかるようなものである。
【００１５】
こうした充填バーストは、チャネルまたはチャネルのタイムスロット（サブチャネル）が
主標識周波数上で、あるいは場合によっては副標識周波数上で使用されなくなると直ちに
、ネットワークの指令下で基地局によって送信される。
【００１６】
所定のセルの基地局と同期されるには、このセルの標識周波数が識別された後、移動局は
同期化バーストと呼ばれるバーストを調べなければならない。
【００１７】
【発明が解決しようとする課題】
同期化バーストは、ある周期的反復パターンに従って標識経路のサブチャネル上を伝送さ
れる。ＧＳＭ規格によるシステムにおいては、同期化バーストの伝送周期は約０．０４秒
である。将来のＴＥＴＲＡ規格によるシステムにおいては、同期化バーストの伝送周期は
約１秒である。
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【００１８】
したがって同期化を求める移動局は、それがプログラムされた機能モードに応じてある瞬
間に、標識周波数上で何が伝送されるかを「聴取する」。この同期獲得時間と呼ばれる期
間中ずっと移動局は信号化データまたは有用データを宛先に送信する事も新しいセルから
受信することもできない。
【００１９】
したがって、アクセス手順の際に、同期化に必要な時間が長くなる可能性がある。通信再
確立手順（たとえばＧＳＭ規格によるシステムにおけるハンドオーバ手順）の際に、同期
が獲得されない限り進行中の通信が中断される可能性があり、同期獲得時間は（将来のＴ
ＥＴＲＡ規格の場合）２０秒を越える可能性がある。
【００２０】
この２つの状況はもちろん全く有害である。
【００２１】
本発明の目的は、移動局の同期化に必要な時間を短縮することである。
【００２２】
【課題を解決するための手段】
このために、本発明は、時分割多重接続（ＴＤＭＡ）の原理に従って動作するセル式デジ
タル無線通信システムで使用される充填バーストの構造を提案する。このシステムの各セ
ルは、周期的に繰り返すフレームに再分割された標識周波数に関連付けられ、それぞれ移
動局向けの信号化メッセージ伝送用の少くとも１つの信号化チャネルまたは標識経路を含
み、その他のチャネルはとりわけ有用データの伝送用に充てられ、前記バーストは、有用
データの伝送に割り振られない前記標識周波数のチャネル上、または信号化チャネルのあ
るタイムスロット上で、これらのタイムスロット上で伝送すべき信号化メッセージがない
ときに伝送され、前記バーストが信号化メッセージを含むことを特徴とする。
【００２３】
したがって、本発明によれば、どんな信号化メッセージでも、特に同期化サブチャネルに
含まれる情報をより頻繁に反復することが可能になる。同様に、充填バーストが必要なあ
らゆる場合に、移動局が従来技術よりも速やかに同期化できる。
【００２４】
したがって充填バーストに含まれる信号化メッセージは、そのメッセージが送信される標
識周波数に関連するセル内またはその近傍にある移動局向けの同期化情報を含むことがで
き、あるいはそのメッセージが送信される標識周波数に関連するセル内またはその近傍に
ある移動局向けの同期化情報と他の信号化情報とを同時に含むことができる。
【００２５】
充填バーストに含まれる同期化情報は、その宛先である移動局によって認識可能な訓練シ
ーケンスと呼ばれるシーケンスを含むと好都合である。
【００２６】
システムが、信号化メッセージを伝送するために、主標識周波数と呼ばれる先行する標識
周波数の他に副標識周波数を使用する場合、副標識周波数上の充填バーストは、主標識周
波数上で使用される充填バーストと同じ構造を有する。
【００２７】
本発明の実施に好都合な信号化メッセージの伝送方法によれば、標識経路上で送信される
信号化メッセージは、既に同期化された移動局向けに有用データの伝送に割り当てられて
いない標識周波数のチャネル上または信号化メッセージの伝送に使用されていない信号化
チャネルのタイムスロット上で送信される充填バーストが獲得すべき信号化データを含む
ことを示す情報を含む。
【００２８】
やはり本発明の実施に好都合なトラフィック・チャネルの割当て方法は、標識周波数以外
の周波数が、トラフィックに使用可能なとき、これらの周波数上のトラフィック・チャネ
ルを最初に割り当てて、標識周波数の空いたトラフィック・チャネルを本発明による充填
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バーストの送信のために残すというものである。
【００２９】
本発明はまた、特に、送信手段と受信手段及び制御ソフトウェアを含み、システムの無線
資源管理手段から受け取った、標識周波数のトラフィック・チャネルのどれが有用データ
の伝送に使用されないか、及び信号化チャネルのタイムスロットのどれが信号化メッセー
ジの伝送に使用されないかを示すオーダに応答してソフトウェアが本発明による構造を有
するバーストの発生手段に指令するような、時分割多重接続（ＴＤＭＡ）の原理に従って
動作するセル式デジタル無線通信システムの基地局に関し、これらのバーストは、有用デ
ータの伝送に割り当てられていない標識周波数のチャネルに、または信号化メッセージの
伝送に使用されていない信号化チャネルのタイムスロットに対応するタイムスロット中に
送受信手段によって送信される。
【００３０】
このソフトウェアは、その内容が有用データの伝送に割り当てられていないチャネルまた
は使用されていない信号化チャネルのタイムスロットの関数である、充填バーストの送信
を指令するようにプログラミングすることができる。
【００３１】
さらに、このソフトウェアは、既に同期化された移動局に、どのトラフィック・チャネル
が信号化メッセージをも含むことのできる充填バーストを伝送するのに使用されているか
を示す情報を含む信号化メッセージを送受信手段により標識経路上に送信するよう指令す
ることができる。
【００３２】
最後に、本発明は、前記の割当て方法の実施に適合した無線通信システムの無線資源の管
理機構に関する。
【００３３】
本発明のその他の特徴及び利点は、限定的なものでなく例示的なものとして示した、本発
明の一実施例に関する以下の説明から明らかになろう。
【００３４】
【実施例】
すべての図で共通の要素には同じ参照番号を付けてある。
【００３５】
図１Ａには、セル式デジタル無線通信システムのセルＣ 1  （図２参照）の標識周波数によ
って搬送されるフレームＴの構造が示されている。フレームＴの構造については、序文で
一部記述した。
【００３６】
ＧＳＭ規格によるシステムにおいては、フレームＴは８個のタイムスロットに再分割され
る。各タイムスロットＩＴ０～ＩＴ７は、それが搬送するバーストのタイプに従って１個
または複数のバーストの持続時間を有する。
【００３７】
先に説明した通り、列０のタイムスロット（ＩＴ０）は、１個または複数の信号化バース
トＢ S  からなる信号化メッセージの伝送に使用される。
【００３８】
他の７個のタイムスロットＩＴ１～ＩＴ７は、有用データの伝送用に確保されている。し
たがって各タイムスロットＩＴ１～ＩＴ７は、移動局が通信を確立しなければならないと
きに移動局に割り振られることになるトラフィック・チャネルを構成する。
【００３９】
図２に示した例では、３個の移動局Ｍ A  、Ｍ B  、Ｍ C  が、通信の間、セルＣ　 1  の基地局
ＢＴＳ 1  の管轄下にある。それぞれタイムスロットＩＴ１、ＩＴ４、ＩＴ５に対応するチ
ャネルがそれらに割り振られている。したがって、正常なトラフィック・バーストＢ T  の
形の有用データがこれらのタイムスロット中に伝送される。
【００４０】
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他のどの移動局もＢＴＳ 1  の管轄下で通信中でないとき、タイムスロットＩＴ２、ＩＴ３
、ＩＴ６、ＩＴ７は有用データの伝送に使用されない。従来技術においては、それらのタ
イムスロットは充填バーストＢ R  によって占有され、これらのバーストは、移動局宛ての
情報を何も含まず、他のどのバースト・タイプとも混同されないような構造をもつ。
【００４１】
本発明によれば、タイムスロットＩＴ２、ＩＴ３、ＩＴ６、ＩＴ７をこれから示す構造を
有する充填バーストで占有する代わりに、信号化情報を含む充填バーストを使用する。
【００４２】
従来の方法では、信号化バーストは次の構造を有する。
【００４３】
－　正常バーストと呼ばれるバーストの構造。すなわち、有用データを含むバーストと同
じ構造を有し、移動局が、それが属するセルの基地局と同期されると、標識経路上を伝送
され、かつ対応する宛先のアドレスを含むか含まないかによって、移動局により、有用デ
ータを含むバーストと区別されるもの。または、
－　たとえばＧＳＭ規格によるシステムにおける同期化バーストまたは周波数修正バース
トの構造など、正常バーストとは異なる特別の構造。同期化バーストは特に、正常バース
ト中で使用されるものとは異なる（具体的にはより長い）特徴的な訓練シーケンスと呼ば
れるシーケンスを含み、基地局と同期化されていず、ある瞬間に信号化チャネル上を伝送
されるすべてのものを「聴取する」移動局が、同期化バーストを識別できるようになって
いる。
【００４４】
図１Ｂに、構造Ｔ’を与えるように修正されたフレームＴの構造が示されている。この場
合、タイムスロットＩＴ２、ＩＴ３、ＩＴ６、ＩＴ７は信号化情報を含むように修正され
た充填バーストを含む。本発明によるこれらの充填バーストをＢ R Sで示す。
【００４５】
したがって、セルＣ 1  に隣接するセルＣ 2  の基地局ＢＴＳ 2  の管轄下にある移動局Ｍ D  が
、標識周波数を識別した後に基地局ＢＴＳ 1  と同期化しなければならない場合、及びその
移動局が、タイムスロットＩＴ０によって搬送される最初のバーストＢ S  をマークしてい
ない場合、その移動局が０．０４秒間（ＧＳＭ規格）次の間隔ＩＴ０を待つ必要はない（
ＴＥＴＲＡ規格によるシステムでは、信号化チャネルが列番号１を有し、同期化バースト
が従来通り大体１秒ごとに繰り返されることを想起されたい）。
【００４６】
実際、本発明によれば、タイムスロットＩＴ２、ＩＴ３、ＩＴ６、ＩＴ７の間、同期化バ
ーストを繰り返して、タイムスロットＩＴ０中に伝送された同期化バーストをマークしな
かった移動局Ｍ D  が列０の次のタイムスロットより前の他のタイムスロットに伝送された
ものを繰り返すことができるようにする。
【００４７】
したがって、同期化に要する時間が著しく短縮する。こうして、ＴＥＴＲＡ規格によるシ
ステムにおいては、所与のセルへの移動局のアクセス（たとえばセルＣ 1  への移動局Ｍ D  

のアクセス）時には、有用データが伝送されない時間、すなわち同期化に必要な時間は２
０秒から０．５秒未満になる。
【００４８】
同様に、移動局Ｍ D  の（たとえばセルＣ 2  からセルＣ 1  への）バンドオーバ時には、同期
化の獲得に要する時間が減少して、進行中の通信が停止する危険が少くなる。
【００４９】
さらに、本発明によれば、隣接するセルの標識周波数の聴取（「監視」）が必要な期間を
短縮することができ、そのため移動局の電力消費量が削減され、あるいはより多くの隣接
セルを聴取できるようになる。
【００５０】
明らかに、本発明によれば、充填バースト構造は変化することができる。
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【００５１】
すなわち、たとえば後述するように、各充填バーストが、特定の訓練シーケンスのおかげ
で移動局が容易にマークできる同期化バーストを含むような構造を選ぶことができる。
【００５２】
将来規格ＴＥＴＲＡによるシステムでは、同期化バースト（ＢＳＣＨ）の持続時間は割り
当てられたタイムスロットの持続時間の半分に等しく、本発明による充填バーストにおい
て、当該のセルが属するタイプのネットワーク上の情報バーストのような他の信号バース
ト（ＢＮＣＨ）を同期化バーストに関連付けることができる。このように、同期化追求期
間中、特定の訓練シーケンスの故に同期化バーストをマークした移動局は、その上に他の
いくつかの信号化情報を自由に使用することができる。
【００５３】
したがって、各充填バーストはＢＳＣＨタイプの同期化バーストと、別の信号化バースト
とを含むと判断することができる。たとえば使用可能な第１の充填バーストは同期化バー
ストと情報バーストをそのタイプのネットワーク（ＢＮＣＨ）上に含み、第２の充填バー
ストは同期化バーストと特定の移動局宛ての信号化バーストを含み、第３の充填バースト
は同期化バーストと一群の移動局宛ての信号化バーストを含み、以下同様である。
【００５４】
本発明の構造を有する充填バーストを使って、既に同期化されている移動局に信号化メッ
セージを伝送したい場合、移動局に、対応するタイムスロットを「聴取」しなければなら
ないと指示する必要がある。
【００５５】
そのために、本発明の一実施例によれば、標識経路上を伝送される共通の信号化メッセー
ジ中に、既に同期化された移動局に補助信号化メッセージを見つけるために聴取すべきタ
イムスロットの列を示す情報ビットを使用する。このような信号化メッセージは基地局に
よって準備できる。
【００５６】
こうして、信号化メッセージの伝送が動的に管理され、したがって資源の利用が改善され
る。
【００５７】
一方、ＴＥＴＲＡ規格によれば、主標識周波数と称する前述の標識周波数の他に副標識周
波数と称する１つまたは複数の周波数が存在し得る。もちろん、連続的にその上で送信し
なければならない標識周波数が複数存在するどんな場合にも、本発明はそのそれぞれに同
様に適用される。
【００５８】
セルが１つの標識周波数と１つまたは複数の補助トラフィック周波数を使用するときに移
動局の同期化の持続時間を最適化するために、本発明によればその他にも最初にトラフィ
ック・チャネルを標識周波数以外のトラフィック周波数に割り当てて、標識周波数上の空
いたタイムスロットをできるだけ本発明による充填バーストの伝送用に確保することが可
能である。
【００５９】
たとえば基地局ＢＴＳ 1  など本発明の実施に適合された基地局は、特に次のものを備える
ものである（図３参照）。
【００６０】
－　有用データの伝送用に割り振られていない標識周波数のトラフィック・チャネルに対
応する、または信号化メッセージの伝送用に使用されていない信号化チャネルのタイムス
ロットに対応するタイムスロット中に、本発明の構造を有する充填バーストを送信するこ
とのできる送受信機Ｅ／Ｒ。
【００６１】
－　本発明による構造を有する充填バーストの発生手段Ｅに指令するための利用ソフトウ
ェアＬ。
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【００６２】
ソフトウェアＬは、たとえばＢＴＳレベルにある（ただし、選んだアーキテクチャに応じ
てネットワークレベルにあってもよい）無線資源管理機構ＧＲＲの指令を受け、この機構
は基地局に、有用データの伝送用に割り当てられていない標識周波数のトラフィック・チ
ャネルの列、または信号化メッセージの伝送用に使用されていない信号化チャネルのタイ
ムスロットの列、すなわちその上で充填バーストを送信する必要のあるタイムスロットを
指示する。基地局のソフトウェアＬは、本発明によれば、基地局がこれらのタイムスロッ
ト中に古典的な充填バーストではなく本発明による充填バーストを送信するように修正さ
れる。
【００６３】
ソフトウェアＬ内部でプログラミングされたアルゴリズムは、その他に使用可能なタイム
スロットと本発明による充填バーストを介して伝送すべく選択した信号化メッセージとに
応じて、送信する充填バーストのタイプに関する指示を含むことができる。
【００６４】
最後に、基地局のソフトウェアＬは、既に同期化されている移動局に、他の信号化情報を
得るために標識周波数上で聴取しなければならないＩＴ０以外のタイムスロットの列を示
す、信号化メッセージを信号化チャネル上に送信するよう指令するように修正しなければ
ならない。
【００６５】
したがってネットワークレベルの無線資源管理機構も、本発明によれば、次のように修正
しなければならない。
【００６６】
－　補助トラフィック周波数が使用されるとき、トラフィック・チャネルの割当てがまず
それらのトラフィック周波数上で実施される。
【００６７】
－　場合によっては、本発明による充填バーストが既に同期化されている移動局宛てに使
用されるとき、使用可能なタイムスロットに応じてどのタイプの充填バーストを伝送する
かを基地局に指示する。
【００６８】
もちろん、本発明は前記の実施例に限定されるものではない。
【００６９】
具体的には、本発明はＧＳＭ規格に対応するセル式システムのみに適用されるものではな
く、とりわけフレームに４個のタイムスロットしか含まれない将来規格ＴＥＴＲＡに準拠
するシステムにも適用できる。
【００７０】
最後に、本発明の範囲から逸脱することなく、すべての手段をそれと等価な手段で置き換
えることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１Ａ】従来のセル式デジタル無線通信システムで使用されるフレームの簡単な構造を
示す図である。
【図１Ｂ】本発明の構造を有する充填バーストを使用するセル式デジタル無線通信システ
ムで使用されるフレームの簡単な構造を示す図である。
【図２】セル式デジタル無線通信システムの２個のセルを示す概略図である。
【図３】本発明の実施に使用される基地送受信局の諸要素を示す概略図である。
【符号の説明】
Ｔ、Ｔ’　フレーム
ＩＴ０～ＩＴ７　タイムスロット
Ｂ S  　信号化バースト
Ｂ T  　トラフィック・バースト
Ｂ R  　充填バースト

10

20

30

40

50

(9) JP 3758692 B2 2006.3.22



Ｂ R S　有用データを含む充填バースト
Ｃ 1  、Ｃ 2  　セル
Ｍ A  、Ｍ B  、Ｍ C  、Ｍ D  　移動局
ＢＴＳ１、ＢＴＳ２　基地局
Ｅ／Ｒ　送・受信手段
Ｅ　充填バースト発生手段
Ｌ　ソフトウェア
ＧＲＲ　無線資源管理手段

【 図 １ Ａ 】

【 図 １ Ｂ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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